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今月の表紙写真は県社協職員が訪れた鈴鹿七座
「山道を越えた先に広がる、のどかな眺望」の様
子をお届けします。
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地
域
貢
献
活
動
を
開
始
し
た
経
緯

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
ほ
と

ん
ど
の
事
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で
き

る
一
方
で
、
人
と
の
触
れ
合
い
が
不
可

欠
と
日
頃
か
ら
感
じ
て
お
り
、
そ
の
場

を
造
る
活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。

会
社
の
代
表
者
が
も
と
も
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
好
き
だ
っ
た
こ
と
や
従
業
員
か

ら
「
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
お

客
様
か
ら
の
紹
介
で
老
人
ホ
ー
ム
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
場
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
と
し
、
地
域
貢
献
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、「
喜
ば
れ

る
こ
と
に
喜
び
を
」
と
い
う
理
念
を
従
業

員
内
で
共
有
し
、
実
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
貢
献
活
動
を

し
て
い
く
中
で
地
域
の
方
々
が
「
困
っ
て

い
る
こ
と
」、「
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
（
ニ
ー
ズ
）」
を
聞
く

こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
鈴す

ず

活か
っ

起き

」
の
活
動
に
も
複
数
名
の
従
業
員

で
参
加
し
、
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出
展
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
（
収
益
を
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
に
寄
付
）
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
等
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

主
な
地
域
貢
献
活
動
内
容
の
様
子

● 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
践

高
齢
者
施
設
に
直
接
出
向
き
、
施
設

利
用
者
が
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

企
業
が
取
り
組
む「
地
域
貢
献
活
動
」

企
業
が
取
り
組
む「
地
域
貢
献
活
動
」

特特  
集集

三重県社会福祉協議会では、社会福祉に関心を持つ人を増やしていくにあたり、「地域貢
献活動」を行っている企業について、広く伝えることも役割のひとつであると考えています。

そこで、こうした企業が消費者、若者、投資家等から選ばれるよう、情報発信で支援す
ることを目的として、取材しました２企業についてご紹介します。

三重県社協三重県社協 企　
業

企　
業

地域・社会地域・社会

調査・連携

広　報
貢献活動

信頼される
選ばれる

誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられる福祉社会づくり
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●
「
お
し
ゃ
れ
教
室
」
を
開
催

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
お
し
ゃ
れ
に
つ
い
て
の
講
演
会
等
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

● 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
寄
付

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
の
売

り
上
げ
の
内
、
10
％
を
共
同
募
金
に
寄
付

し
、
鈴
鹿
市
の
地
域
福
祉
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

    

和
光
紙
器
株
式
会
社�

    

　
　
　
　 （
鈴
鹿
事
業
所
）�

地
域
貢
献
活
動
を
開
始
し
た
経
緯

鈴
鹿
事
業
所
が
所
在
す
る
地
域
の
周
辺

は
、「
調
整
区
域
」
と
な
っ
て
お
り
、
住

居
や
自
治
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
、「
地
域
で
商
売
す
る
な
ら
何
か
し
な

い
と
！
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
清
掃
活
動
を
皮
切
り
に
、
地
域

貢
献
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
理
念
と
し
て
、
以
下
の
４

つ
を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

● �

私
た
ち
は
健
全
な
事
業
発
展
を
通
じ

て
社
会
に
貢
献
し
、
企
業
の
社
会
的

責
務
を
果
た
し
ま
す
。

● �

私
た
ち
は
地
球
環
境
の
調
和
を
図
り

広
く
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

● �

私
た
ち
の
働
き
で
豊
か
な
価
値
を
創

出
し
、
よ
り
良
い
社
会
を
作
り
ま
す
。

● �
私
た
ち
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
社

会
や
環
境
と
共
存
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

今
後
の
課
題
や
展
望
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
目
標
達
成
期
限
に
合
わ
せ
、
少
な
く
と

も
令
和
12
年
ま
で
の
活
動
の
継
続
を
目

標
と
し
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
今
後
の
展
望
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動
内
容
の
紹
介

● 

工
場
見
学

杉
の
子
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
依
頼

を
き
っ
か
け
に
、
令
和
６
年
に
初
め
て

自
社
の
工
場
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
に
向
け
て
は
、
事
前
に
、
学
校
側

と
会
社
側
で
何
度
か
打
合
せ
を
行
い
、

社
内
で
は
、
危
険
な
場
所
や
も
の
が
な

い
か
、
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
た
。

ポーラ最先端の知識、技術を活かし、専任のビュー
ティーディレクターが、お客さま一人ひとりの肌に合
わせたエステプランをご提案し、お客さまのキレイを
応援しています。

　ＨＰ�
https://www.pola.net/shop/50027（鈴鹿平田店）
https://www.pola.net/shop/55051（鈴鹿江島店）

会社概要
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information

当会では今後も、地域貢献活動に取り組む企業のご紹介を予定しています。
取材希望、または取材先をご紹介いただける方は、広報誌裏面に記載の電話番号までご連絡ください！

● 

工
作
教
室

小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も
30
名
の
参

加
が
あ
り
、
段
ボ
ー
ル
の
仕
組
み
や
会
社

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
工
作
を
行

い
ま
し
た
。

● 

地
域
の
清
掃
活
動

環境に配慮した包装資材や緩衝材などの開発・製造・販売
を主に行っています。本社は埼玉県にあり、昭和37年に設立、
鈴鹿事業所は、元は営業所として平成 12 年に開設されまし
た。ＳＤＧｓへの取り組みを基に、包装資材において環境に
配慮した循環型社会を目指しています。

　ＨＰ�
https://www.wakosiki.co.jp/

会社概要

令和７年度三重の赤い羽根共同募金
バッジデザインが決定しました！�
今年度の各賞は下記のとおりになりました。
● 三重の赤い羽根賞
　 三重県立飯野高等学校　２年生　小屋口 朱々　さん
● 三重県知事賞
　 三重県立飯野高等学校　２年生　田中　 隼人　さん
● 三重県教育委員会賞
　 中学生・高校生の部
　 鈴鹿市立大木中学校　　３年生　加藤　 　凉　さん
　 小学生の部
　 桑名市立深谷小学校　　５年生　堀田　 健琉　さん
● 三重県議会議長賞	
　 三重県立飯野高等学校　３年生　山田　 麗佳　さん
● 三重県社会福祉協議会長賞
　 三重県立名張高等学校　３年生　奥井　 惺太　さん

三重の赤い羽根賞　受賞作品
※令和７年度の共同募金運動にて
　使用します�

訂正とお詫び�
『福祉みえ』8 月号に掲載した「コロナ特例貸付の償還開始

に伴うフォローアップ支援事業」において、一部数値の単位表
記に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
誤

正

※�「総合支援資金」の償還未済額の単位が
誤って「件」となっておりましたが、
正しくは「万円」です。

令和７年３月末 緊急小口資金
（償還期限到来済）

総合支援資金
（償還期間 10 年）

償還未完了件数 5,151 件 6,489 件

償還未済額 7 億 3,198 万円 31 億 2,010 万円

令和７年３月末 緊急小口資金
（償還期限到来済）

総合支援資金
（償還期間 10 年）

償還未完了件数 5,151 件 6,489 件

償還未済額 7 億 3,198 万円 31 億 2,010 件
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当会では、地域の様々な課題に対応していくために、これまで以上に幅広い主体とつながっていく取組
を進めています。特にボランティアセンターでは、県内の事業所等を対象に、企業の社会貢献活動の支援
として、NPO 法人 M ブリッジとの協働により、より多くの組織が共に学び合い、今後のあり方を検討
するために「みえボランタリーフォーラム」として様々な企画を実施してきました。

近年では、CSR（企業の社会的責任）、SDGs（持続可能な開発目標）などが注目され、多様な主体が
社会課題解決に取り組むことに関心が高まっています。その一方で、「どのように地域の役に立てばよい
かが解らない」、「貢献意識を社員に浸透する方法を知りたい」など企業等の社会貢献担当者が孤軍奮闘し
ているという声も耳にします。

社会貢献へのボランタリーな企業等の想いが、その地域の課題解決の活動としてよりよくつながることを
目指し、本年度からは、これまでの取組をさらに広げていくために多様な主体が参画する勉強会「ボラコラボ」
を開催し、より多くの方々がつながり、セクターを越えて学び合う機会をつくっていきます。企業や地域と
のつながりを学ぶことは、福祉関係者がよりよい事業を展開するにあたってのヒントになるかもしれません。

興味関心がございましたら、ぜひご参加ください。

企業の社会貢献活動やボランティア、社会課題解決をテーマにしたオンライン勉強会を開催し、
「ボランタリー」を共通項に多様な担い手が福祉の視点も交えて考え、学び、つながることを目指
します。
「ボラコラボ」への参加には、「みえボランタリーフォーラム」へのご登録が必要に

なります。日時等の詳細はご登録いただいた方に改めてご案内いたします。
（ご登録およびご参加は無料です）

多様な主体が参画する勉強会「ボラコラボ」

ご登録フォーム

地域共生の基盤をつくるために、多様な主体との協働を進める

・中小企業
・小規模事業所

[関わり前]
地域
社会

[自社らしい関わり方]
・自社社員のみで活動する
・どこかと連携して活動する
・寄付により誰かの活動を支援
・資源（機材、道具、場）の提供
・スキルの提供（プロボノ）
・自社製品の寄贈
・福祉、NPOの商品購入（買い支え）

〈これから〉

善善いいがが連連鎖鎖すするる社社会会貢貢献献

・三重県社会福祉協議会
・CSR、SDGs推進NPO

・社会課題解決型企業
・自社の新しい価値創造
・信頼の獲得
・存在意義（パーパス）
・社員のモチベーションＵＰ
・社会や未来から必要とされる
・人材獲得、早期離職防止

[関わり後]
地域
社会

変化＝手ごたえ・達成感
（社会的影響力）

善き活動は
自社から発信するだけに留まらず
信頼できる第三者がともに伝える

公的機関が情報発信
（自社発信だけでは売名行為と揶揄も）

学生
若者

消費者
投資家

現在の取引先
未来の取引先

三重県
各市町

職員
役員

その地域社会に属するステークホルダー（利害関係者）にしっかり伝わる

認証・表彰

社会・未来・次世代が賞賛する
社会貢献活動の賞を創設

※未来の社会貢献企業のお手本に

永く暮らしたい・暮らしやすいまち
（サステナブル・持続可能）

・地域密着
・郷土愛
・働きがい

これから

・中小企業
・小規模事業所

地域
社会

[ありがちなケース]
・社会貢献活動の組み立て方が解らない
・取り組むテーマをどう見つけたらいいのか…
・なんとなく社会貢献をしてしまっていないか…

[問]
・それは社会が求めているだろうか
・手近な内容で納めていないだろうか

活動

フィードバックがない

[影響]
・社員の〝やらされ感〟がある
・意義につながっていない
・「必要とされているだろうか」という感覚

〈これまでの一例〉

これまで
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10月１日から
赤い羽根共同募金運動が始まります

共同募金運動は、昭和 22 年に「国民たす
けあい運動」として始まって以来、県民の皆
さまの善意に支えられ、地域福祉活動の推進
に貢献してきました。

共同募金へお寄せいただいた寄付金は、県
内各地の地域福祉のために役立てられます。

誰もが住み慣れた町で安心して暮らすこと
のできる地域社会づくりのために、皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

社会福祉法人　三重県共同募金会

会　長　　前田　朝子

一
般
募
金

地域福祉・在宅福祉向上のために
（地域のふれあいサロンやボランティア支援等） 200,218,183 円

29 市町社会福祉協議会
　 193,945,183 円

三重県社会福祉協議会
　6,273,000 円

民間社会福祉施設・団体の活動に 2,166,000 円
団体の事業活動のほか施設
整備、備品購入などを支援
します

災害時の活動支援のために 8,300,000 円 募金総額の 3％を準備金とし
て積み立てます

共同募金運動に必要な経費に 44,670,000 円
三重県共同募金会、市町共
同募金委員会、中央共同募
金会

歳末たすけあい募金（地域歳末たすけあい募金・NHK等歳末たすけあい義援金） 28,745,817 円 一人暮らし高齢者、施設利
用者の方々

地域課題解決型募金 300,000 円 地域の課題解決に取組んで
いる団体

令和７年度目標額　　令和７年度目標額　　284,400,000284,400,000円円
一般募金 255,354,183 円（令和８年度事業に充当）、歳末たすけあい募金 28,745,817 円
地域課題解決型募金 300,000 円

62025 年 9月号　No.408



〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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令和６年度実施事業

みんなの居場所づくり 松阪地区
　松阪市社会福祉協議会では、多目的交流室を活用した交流事業を実施しています。�
　令和６年度は、ひきこもりがちな方等を対象に、運営・補助を通じた社会参加支援として、誰で
も気軽に立ち寄れる居場所「ふらっとカフェ」を開催しました。通常開催やイベント開催時にカレン
ダーを作成し、関係機関や参加者の皆様に周知しました。地域のボランティアの方にもサポーターと
して参加していただいています。また、イベント開
催当日には地域の方を講師としてお迎えし、料理
やレクリエーションを通して交流を図りました。�
　皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金を
活用し、「ふらっとカフェ」を通して多くの方々にとっ
ての交流の場づくりを行うことができました。あり
がとうございました。�

社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会

令和６年度実施事業

ふれあいサロン事業
　紀北町社会福祉協議会では、町内の各地域において、ボランティアにより、独り暮らしの高齢者を
地元の公民館に招いて、高齢者同士の仲間づくり、生きがいづくり等を推進する「ふれあいサロン事業」
を実施しています。�
　令和６年度は、町の集会所に町内の高齢者の方が集ま
り、ゲーム・体操・食事等で交流を図っていただきました。「普
段は家にこもりがちになっているが、みんなで集まってゲー
ムや体操をするのが楽しい」という声や、「久しぶりにみん
なで食べるご飯は美味しい」との声があり、大変喜ばれて
いました。�
　共同募金にご協力いただき、ありがとうございました。�

社会福祉法人 紀北町社会福祉協議会


